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７

改
正
法
附
則
第
二
七
条
第
一
項
の
申
請
が
あ
っ
た

場
合
等
の
市
町
村
の
事
務
を
定
め
る
こ
と
と
し
た
。

（
第
二
二
条
関
係
）

８

改
正
法
附
則
第
二
八
条
第
三
項
の
申
請
が
あ
っ
た

場
合
等
の
手
続
を
定
め
る
こ
と
と
し
た
。（
第
二
三
条

関
係
）

９

改
正
法
附
則
第
二
九
条
第
一
項
の
申
請
と
み
な
さ

れ
る
申
請
が
あ
っ
た
場
合
等
の
市
町
村
の
事
務
を
定

め
る
こ
と
と
し
た
。（
第
二
四
条
関
係
）

10

改
正
法
附
則
第
三
〇
条
第
一
項
等
の
届
出
の
経
由

に
係
る
市
町
村
の
事
務
を
定
め
る
こ
と
と
し
た
。（
第

二
五
条
関
係
）

11

特
別
永
住
者
証
明
書
等
に
住
居
地
の
記
載
を
す
る

場
合
の
手
続
を
定
め
る
こ
と
と
し
た
。（
第
二
六
条
関

係
）

12

こ
の
政
令
の
法
定
受
託
事
務
に
関
す
る
規
定
の
整

備
を
行
う
こ
と
と
し
た
。（
第
二
七
条
関
係
）

五

こ
の
政
令
は
、
一
部
の
規
定
を
除
き
、
平
成
二
四
年

七
月
九
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し
た
。

G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G

五

住
宅
地
区
改
良
法
施
行
令
の
一
部
改
正
（
第
五
条
関

係
）条

例
で
定
め
る
改
良
住
宅
の
入
居
収
入
基
準
の
上
限

と
な
る
金
額
を
、
一
五
万
八
、
〇
〇
〇
円
と
す
る
と
と

も
に
、
一
般
の
入
居
者
の
入
居
収
入
基
準
を
条
例
で
定

め
る
際
に
参
酌
す
べ
き
基
準
と
な
る
金
額
を
、
一
一
万

四
、
〇
〇
〇
円
と
す
る
こ
と
と
し
た
。

六

河
川
法
施
行
令
の
一
部
改
正
（
第
六
条
関
係
）

準
用
河
川
に
お
け
る
ダ
ム
等
の
改
良
工
事
に
つ
い
て

都
道
府
県
知
事
へ
の
協
議
を
廃
止
す
る
こ
と
と
し
た
。

七

交
通
安
全
施
設
等
整
備
事
業
の
推
進
に
関
す
る
法
律

施
行
令
の
一
部
改
正
（
第
七
条
関
係
）

道
路
構
造
令
第
三
八
条
第
二
項
の
規
定
が
地
方
道
に

対
し
て
適
用
さ
れ
な
い
こ
と
と
な
る
こ
と
に
伴
う
所
要

の
規
定
の
整
備
を
行
う
こ
と
と
し
た
。

八

道
路
構
造
令
の
一
部
改
正
（
第
八
条
関
係
）

１

道
路
構
造
令
は
、
以
下
の
基
準
を
定
め
る
も
の
と

す
る
こ
と
と
し
た
。

^

高
速
自
動
車
国
道
及
び
一
般
国
道
（
以
下
「
国

道
」
と
い
う
。）の
構
造
の
一
般
的
技
術
的
基
準

_

地
方
道
の
構
造
の
一
般
的
技
術
的
基
準
（
設
計

車
両
、
建
築
限
界
及
び
設
計
自
動
車
荷
重
に
関
す

る
基
準
（
以
下
「
設
計
車
両
等
関
係
基
準
」
と
い

う
。）に
限
る
。）

`

条
例
で
地
方
道
の
構
造
の
一
般
的
技
術
的
基
準

（
設
計
車
両
等
関
係
基
準
を
除
く
。）を
定
め
る
場

合
に
参
酌
す
べ
き
基
準

２

１
^

の
国
道
の
構
造
の
一
般
的
技
術
的
基
準
は
、

第
四
条
か
ら
第
四
〇
条
ま
で
に
規
定
す
る
基
準
と
す

る
こ
と
と
し
た
。

３

１
_

の
地
方
道
の
構
造
の
一
般
的
技
術
的
基
準

は
、
第
四
条
（
設
計
車
両
）、
第
一
二
条
、
第
三
九

条
第
四
項
及
び
第
四
〇
条
第
三
項
（
建
築
限
界
）、

並
び
に
第
三
五
条
第
二
項
及
び
第
三
項
等
（
橋
等
の

設
計
自
動
車
荷
重
）
に
規
定
す
る
基
準
と
す
る
こ
と

と
し
た
。

４

１
`

の
条
例
で
地
方
道
の
構
造
の
一
般
的
技
術
的

基
準
を
定
め
る
場
合
に
参
酌
す
べ
き
基
準
は
、
第
四

条
か
ら
第
四
〇
条
ま
で
の
規
定
の
う
ち
、
１
_

の
地

方
道
の
構
造
の
一
般
的
技
術
的
基
準
を
定
め
る
規
定

以
外
の
規
定
に
よ
る
基
準
と
す
る
こ
と
と
し
た
。

九

河
川
管
理
施
設
等
構
造
令
の
一
部
改
正
（
第
九
条
関

係
）準

用
河
川
に
お
け
る
河
川
管
理
施
設
等
の
構
造
に
つ

い
て
市
町
村
が
参
酌
す
べ
き
基
準
は
、
河
川
管
理
施
設

等
構
造
令
に
規
定
す
る
基
準
と
す
る
こ
と
と
し
た
。

一
〇

地
域
の
自
主
性
及
び
自
立
性
を
高
め
る
た
め
の
改

革
の
推
進
を
図
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る

法
律
（
平
成
二
三
年
法
律
第
三
七
号
）
の
一
部
の
施
行

に
伴
い
、
景
観
法
施
行
令
そ
の
他
の
関
係
政
令
に
つ
い

て
所
要
の
規
定
の
整
備
等
を
行
う
こ
と
と
し
た
。

一
一

こ
の
政
令
は
、
平
成
二
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行

す
る
こ
と
と
し
た
。

G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G

◇
南
ス
ー
ダ
ン
国
際
平
和
協
力
隊
の
設
置
等
に
関
す
る
政

令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
（
政
令
第
四
二
二
号
）（
内

閣
府
本
府
）

１

南
ス
ー
ダ
ン
国
際
平
和
協
力
隊
を
置
く
期
間
を
平
成

二
四
年
一
〇
月
三
一
日
ま
で
と
し
、
国
際
連
合
平
和
維

持
活
動
等
に
対
す
る
協
力
に
関
す
る
法
律
（
以
下「
法
」

と
い
う
。）第
三
条
第
三
号
ヌ
に
掲
げ
る
業
務
等
の
う

ち
、
派
遣
先
国
の
政
府
そ
の
他
の
関
係
機
関
と
こ
れ
ら

の
業
務
に
従
事
す
る
自
衛
隊
の
部
隊
等
と
の
間
の
連
絡

調
整
に
係
る
国
際
平
和
協
力
業
務
等
を
加
え
る
こ
と
と

し
た
。（
第
一
条
関
係
）

２

法
第
三
条
第
三
号
レ
の
規
定
に
よ
り
政
令
で
定
め
る

業
務
と
し
て
、「
自
然
災
害
に
よ
っ
て
被
害
を
受
け
た
施

設
又
は
設
備
で
あ
っ
て
そ
の
被
災
者
の
生
活
上
必
要
な

も
の
の
復
旧
又
は
整
備
の
た
め
の
措
置
」
及
び
「
消
火

及
び
延
焼
の
防
止
」
を
加
え
る
こ
と
と
し
た
。（
第
二
条

関
係
）

３

国
際
平
和
協
力
手
当
の
支
給
に
つ
い
て
所
要
の
改
正

を
行
う
こ
と
と
し
た
。（
第
三
条
関
係
）

４

こ
の
政
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し

た
。

G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G

◇
株
式
会
社
国
際
協
力
銀
行
法
の
施
行
に
伴
う
関
係
政
令

の
整
備
に
関
す
る
政
令（
政
令
第
四
二
三
号
）（
財
務
省
）

１

公
共
工
事
の
前
払
金
保
証
事
業
に
関
す
る
法
律
施
行

令
そ
の
他
関
係
政
令
の
規
定
を
整
備
す
る
こ
と
と
し

た
。（
第
一
条
〜
第
二
六
条
関
係
）

２

廃
止
前
の
国
際
協
力
銀
行
法
の
規
定
に
よ
り
発
行
さ

れ
た
銀
行
債
券
に
係
る
債
券
原
簿
の
取
扱
い
に
つ
い
て

所
要
の
経
過
措
置
を
定
め
る
こ
と
と
し
た
。（
附
則
第
二

条
関
係
）

３

こ
の
政
令
は
、
平
成
二
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す

る
こ
と
と
し
た
。

G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G

◇
地
域
の
自
主
性
及
び
自
立
性
を
高
め
る
た
め
の
改
革
の

推
進
を
図
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法
律

の
一
部
の
施
行
に
伴
う
国
土
交
通
省
関
係
政
令
の
整
備

等
に
関
す
る
政
令（
政
令
第
四
二
四
号
）（
国
土
交
通
省
）

一

公
営
住
宅
法
施
行
令
の
一
部
改
正
（
第
一
条
関
係
）

条
例
で
定
め
る
公
営
住
宅
の
入
居
収
入
基
準
の
上
限

と
な
る
金
額
を
、
二
五
万
九
、
〇
〇
〇
円
と
す
る
と
と

も
に
、
一
般
の
入
居
者
の
入
居
収
入
基
準
を
条
例
で
定

め
る
際
に
参
酌
す
べ
き
基
準
と
な
る
金
額
を
、
一
五
万

八
、
〇
〇
〇
円
と
す
る
こ
と
と
し
た
。

二

道
路
法
施
行
令
の
一
部
改
正
（
第
二
条
関
係
）

道
路
構
造
令
第
二
三
条
第
二
項
等
の
規
定
が
都
道
府

県
道
及
び
市
町
村
道
（
以
下
「
地
方
道
」
と
い
う
。）に

対
し
て
適
用
さ
れ
な
い
こ
と
と
な
る
こ
と
に
伴
う
所
要

の
規
定
の
整
備
を
行
う
こ
と
と
し
た
。

三

道
路
整
備
事
業
に
係
る
国
の
財
政
上
の
特
別
措
置
に

関
す
る
法
律
施
行
令
の
一
部
改
正
（
第
三
条
関
係
）

道
路
構
造
令
第
二
三
条
第
二
項
等
の
規
定
が
地
方
道

に
対
し
て
適
用
さ
れ
な
い
こ
と
と
な
る
こ
と
に
伴
う
所

要
の
規
定
の
整
備
を
行
う
こ
と
と
し
た
。

四

下
水
道
法
施
行
令
の
一
部
改
正
（
第
四
条
関
係
）

１

公
共
下
水
道
管
理
者
又
は
流
域
下
水
道
管
理
者
が

事
業
計
画
を
策
定
又
は
変
更
し
よ
う
と
す
る
と
き
に

国
土
交
通
大
臣
又
は
都
道
府
県
知
事
の
認
可
を
受
け

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
規
定
が
、
国
土
交
通
大

臣
又
は
都
道
府
県
知
事
と
の
同
意
を
要
し
な
い
協
議

又
は
国
土
交
通
大
臣
へ
の
届
出
と
さ
れ
る
こ
と
に
伴

う
所
要
の
規
定
の
整
備
を
行
う
こ
と
と
し
た
。

２

市
町
村
で
あ
る
公
共
下
水
道
管
理
者
又
は
流
域
下

水
道
管
理
者
が
、
国
土
交
通
大
臣
に
事
業
計
画
の
認

可
の
申
請
書
を
提
出
す
る
際
の
都
道
府
県
知
事
へ
の

経
由
事
務
に
つ
い
て
定
め
た
規
定
を
削
除
す
る
こ
と

と
し
た
。

◇
津
波
防
災
地
域
づ
く
り
に
関
す
る
法
律
の
施
行
期
日
を

定
め
る
政
令
（
政
令
第
四
二
五
号
）（
国
土
交
通
省
）

津
波
防
災
地
域
づ
く
り
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
三
年

法
律
第
一
二
三
号
）
の
施
行
期
日
は
、
平
成
二
三
年
一
二

月
二
七
日
と
す
る
こ
と
と
し
た
。

G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G

◇
津
波
防
災
地
域
づ
く
り
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
政
令

第
四
二
六
号
）（
国
土
交
通
省
）

１

津
波
防
護
施
設

^

津
波
防
災
地
域
づ
く
り
に
関
す
る
法
律
（
以
下

「
法
」
と
い
う
。）第
二
条
第
一
〇
項
の
政
令
で
定
め

る
施
設
は
、
盛
土
構
造
物
、
護
岸
、
胸
壁
及
び
閘こ

う

門

を
い
う
こ
と
と
し
た
。（
第
一
条
関
係
）

_

法
第
二
条
第
一
二
項
の
政
令
で
定
め
る
公
共
の
用

に
供
す
る
施
設
は
、
広
場
、
緑
地
、
水
道
、
河
川
及

び
水
路
並
び
に
防
水
、
防
砂
又
は
防
潮
の
施
設
と
す

る
こ
と
と
し
た
。（
第
二
条
関
係
）

`

法
第
二
〇
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
一
の
都
府
県

知
事
が
他
の
都
府
県
知
事
に
代
わ
っ
て
行
う
権
限

は
、
法
第
七
章
第
一
節
及
び
第
二
節
に
規
定
す
る
都

府
県
知
事
の
権
限
の
う
ち
、
次
に
掲
げ
る
も
の
以
外

の
も
の
と
す
る
こ
と
と
し
た
。（
第
四
条
関
係
）

\

法
第
一
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
市
町
村
長

が
管
理
す
る
こ
と
が
適
当
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る

津
波
防
護
施
設
を
指
定
し
、
及
び
同
条
第
四
項
の

規
定
に
よ
り
公
示
す
る
こ
と
。

]

法
第
一
八
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
市
町
村
長

の
意
見
を
聴
く
こ
と
。

^

法
第
二
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
津
波
防
護

施
設
区
域
を
指
定
し
、
及
び
同
条
第
三
項
の
規
定

に
よ
り
公
示
す
る
こ
と
。

_

法
第
三
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
津
波
防
護

施
設
台
帳
を
調
製
し
、
及
び
こ
れ
を
保
管
す
る
こ

と
。

›
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